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情
報
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経
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す
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か
 

　
世
は
「
情
報
化
社
会
」。「
情
報
戦
略
」

「
情
報
化
」「
情
報
共
有
」
…
と
、
経
営
に

関
わ
る
部
分
だ
け
で
も
う
ん
ざ
り
す
る
ほ

ど
情
報
と
い
う
言
葉
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
で

欲
し
い
情
報
は
何
で
も
手
軽
に
手
に
入
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
何
軒
も
本
屋
を
歩

き
回
っ
て
資
料
と
な
る
本
を
探
し
た
の
は

過
去
の
話
。
今
や
、
い
ら
な
い
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
削
除
す
る
の
に
苦
労
す
る
く
ら

い
の
情
報
過
多
だ
。 

 
し
か
し
、
一
歩
社
内
に
目
を
向
け
て
み

た
と
き
、
自
社
の
営
業
、
販
売
、
そ
し
て

経
営
に
必
要
な
情
報
を
き
ち
ん
と
集
め
て

い
る
と
胸
を
張
れ
る
企
業
は
少
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
近
で
は
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
に
加
え
、
情
報
が
経
営
資
源
と

言
わ
れ
る
が
、
経
営
に
意
味
あ
る
情
報
と

は
、
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

自
社
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
現
場
で

戦
略
的
に
集
め
る
も
の
だ
か
ら
だ
。 

 
事
実
、
経
営
課
題
を
克
服
し
よ
う
と
歩

み
出
し
た
企
業
は
、「
情
報
」
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。 

　
   「

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
で
は

な
く
、
生
き
た
情
報
、
な
ま
も
の
を
ど
う

料
理
し
て
販
売
計
画
や
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
な
げ
て
い
く
か
が
重
要
な
時
代
だ
と
思

い
ま
す
」 

 
3
年
ほ
ど
前
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の

転
換
に
取
り
組
み
始
め
た
、
東
京
都
品
川

区
の
製
造
業
・
シ
ン
ク
ロ
ン
の
実
感
だ
。

　
同
社
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
に
立
つ

営
業
担
当
社
員
が
入
手
す
る
（
で
き
る
）

情
報
が
、
経
営
戦
略
上
大
き
な
価
値
を
持

つ
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
、
引
合
案
件

の
内
容
や
受
注
の
見
込
み
度
合
い
、
訪
問

の
中
で
得
ら
れ
た
業
界
情
報
な
ど
、
営
業

日
報
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
を
優
先
項

目
と
し
て
位
置
づ
け
た
。 

 
そ
の
結
果
、
妥
当
性
の
あ
る
販
売
計
画

が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
も
ち

ろ
ん
、
情
報
を
集
め
て
い
る
営
業
担
当
者

自
身
に
も
変
化
が
起
き
始
め
た
。 

 
一
方
、
建
設
業
の
I
T
化
に
詳
し
い

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
赤
羽
幸
雄
氏
は

「
利
益
を
生
む
の
は
現
場
。
現
場
の
I
T

化
を
ど
う
す
る
か
が
一
番
の
肝
で
す
」
と

言
う
。
赤
羽
氏
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
中

の
日
栄
建
設
（
北
海
道
札
幌
市
）
で
は
、

過
去
の
工
事
種
別
、
土
質
、
立
地
な
ど
の

実
績
を
ま
と
め
、
各
工
事
現
場
か
ら
内
容

を
参
照
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
中
だ
。 

 
こ
の
仕
組
み
が
目
指
す
の
は
、
一
つ
の

工
事
実
績
情
報
が
会
社
の
知
恵
と
な
り
、

別
の
現
場
の
工
事
を
よ
り
円
滑
に
進
め
る

と
い
う
情
報
共
有
効
果
。
同
社
が
着
目
し

た
「
現
場
の
情
報
」
は
、
あ
る
種
の
社
員

教
育
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。 

   
社
員
は
日
々
た
く
さ
ん
の
情
報
に
接
し

て
い
る
。
す
べ
て
の
も
の
を
蓄
積
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
こ
の
資
源
を
有

効
利
用
す
る
に
は
経
営
者
の
取
捨
選
択
が

必
要
に
な
る
。取
引
先
の
気
持
ち
な
の
か
予

算
な
の
か
競
合
環
境
な
の
か

―
何
の
情

報
を
持
ち
帰
る
か
を
言
語
化
す
る
こ
と
で

社
員
は
自
分
の
「
す
べ
き
こ
と
」
を
自
覚

で
き
る
の
だ
。 

 
次
項
か
ら
は
、I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
経
営
改
革
を
推
進

中
の
企
業
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
着
目
し
た
「
情

報
」
を
軸
に
紹
介
す
る
。 

 
通
常
、
情
報
化
は
す
ぐ
に
完
了
す
る
も

の
で
は
な
く
、
経
営
分
析
を
ス
タ
ー
ト
に
、

段
階
を
踏
ん
で
行
わ
れ
る
。
今
回
は
ス
テ
ッ

プ
を
、
経
営
分
析
と
計
画
立
案
、
シ
ス
テ

ム
構
築
、
活
用
推
進
の
三
つ
に
分
け
、
各

段
階
を
進
行
中
の
企
業
が
着
目
す
る
「
現

場
の
情
報
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 
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会社を伸ばす 
―ITコーディネータが 

　指南する真の情報共有― 

現場の情報 

 

「あなたの会社を支える大事な情報とは何ですか？」 
情報化時代ともてはやされるなか、情報に溺れると本当に必要な情報を見失ってしまう。 
自社の経営にとって意味ある「情報」は何か。それをどうやって掴むのか。 
本特集では経営改革に取り組む三企業の事例をもとに、企業経営にとっての「情報」の意味を探る。 

現場の情報 
競合が現れ受注生産から受注組立生産への転換に
迫られた。しかし、需要予測を裏付ける営業の生
きた情報が見えるツールがなかった…。 

――シンクロン・税所慎一郎経営企画室長 

これからは提案型で仕事をとっていく力をつけな
いと。もっとアンテナを張って一人ひとりの営業
情報を共有する必要がある。 

――八戸塗料販売・西川禎常務取締役 

公共工事が間違いなく減っていく中で他社とどう差別化するか。
安定した技術力を発揮するために、ノウハウをきちっと系統だ
てて蓄積していく仕組みがほしい。 

――日栄建設・小山内守常務取締役 


